
開発のねらい 

 岡山県の特産花きであるブルーレースフラワーの市販品種は、開花期や草姿の揃

いが悪く、また、側枝が横に大きく張り出すため、栽培管理や収穫に多くの労力が

かかります。このため、産地からの要望を受け、これらの問題点を改善した新品種

を育成しました。 

新品種の特性 

 開花期及び草姿の揃いは、市販品種より優れています。 

 側枝の着生角度は、市販品種より鋭角なため、横に張り出しません。 

 草丈は、市販品種よりやや小ぶりです。 

 花の色や大きさ、収量は市販品種と同等です。 

活用場面 

 新品種は、ブルーレースフラワーの生産上の問題点を解消した品種であり、市

場からの要望もあることから、今後の普及が期待できます。 
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ブルーレースフラワーの新品種 
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左：新品種  右：市販品種 
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岡山BLF1号 

 
4/19 

 
101.3 

 
4.5 

 
54.3 

 
18.0 

 
11.9 

 
市販品種 

 
4/15 

 
125.6 

 
4.8 

 
57.8 

 
30.7 

 
13.3 

「岡山BLF1号」の特徴 

注)分枝角度：最下部側枝と主茎との間の角度 


